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「ありがとう」 

副校長  齊藤 哲之     

 

もうじき梅雨
つ ゆ

の時期
じ き

がやってきます。この時期
じ き

の我が家
わ  や

の恒例
こうれい

行事
ぎょうじ

は梅
うめ

の収 穫
しゅうかく

です。

収 穫
しゅうかく

した梅
うめ

は、梅干し
う め ぼ   

にしたり、梅
うめ

ジュースや梅酒
うめしゅ

を作ったり
つく      

しています。当
あ

たり前
まえ

のよ

うにこの季節
き せ つ

になると梅
うめ

がなり、それを収 穫
しゅうかく

していますが、

毎年
まいとし

とてもありがたいことだなと思って
おも    

います。 

さて、「当
あ

たり前
まえ

」の意味
い み

を調べて
し ら      

みると「そうあるべきこ

と・当然
とうぜん

・普通
ふ つ う

・特
とく

に変
か

わったことがないこと」等
など

と書
か

かれ

ています。でも実
じつ

は「当
あ

たり前
まえ

」と思
おも

っていることが決
けっ

して

「当
あ

たり前
まえ

」ではないことに気
き

づいていないだけなのかもし

れません。 

水道
すいどう

の蛇口
じゃぐち

から水
みず

が出
で

てきたり、スイッチを入
い

れれば明
あ

かりが点
つ

いたりすることも、一度
ひとたび

災害
さいがい

が起き
お  

ればそれは当
あ

たり前
まえ

ではなくなります。そう 考
かんが

えてみると日々
ひ び

の生活
せいかつ

の中
なか

で当
あ

たり前
まえ

と思
おも

っていることも、実
じつ

はとても「有
あ

り難
がた

い」ことなのです。そのちょっとした日々
ひ び

の「有
あ

り難
がた

い」ことにも「ありがとう」と感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちをもつことはとても大切
たいせつ

なことだと

感
かん

じています。 

最近
さいきん

読
よ

んだ本
ほん

の中
なか

に『感謝
かんしゃ

のレベル』の 話
はなし

がありました。『レベル１』は、人
ひと

から何
なに

かを

もらったり、してもらったりしてうれしいと感
かん

じるときです。このとき多
おお

くの人
ひと

は「ありが

とう」と言えるでしょう。『レベル２』は、特別
とくべつ

なことが何
なに

も起
お

こらないときにも感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちをもてることです。『レベル３』は、自分
じ ぶ ん

にとって困難
こんなん

なことがあったときでもそれに感謝
かんしゃ

できる状 態
じょうたい

だそうです。なかなか『レベル３』は 難
むずか

しいですが、ちょっとしたことにも感謝
かんしゃ

の気持ち
き も  

をもって、いつでも『レベル２』を目指
め ざ

したいものです。 

「ありがとう（有
あ

り難
がと

う）」 

その積
つ

み重
かさ

ねが自分
じ ぶ ん

の幸福感
こうふくかん

を高める
たか    

ことにつながると信
しん

じて、当
あ

たり前
まえ

を当
あ

たり前
まえ

と思
おも

わず、感謝
かんしゃ

の回数
かいすう

を毎日
まいにち

少
すこ

しずつ増
ふ

やしていきたいと思
おも

います。 

 

 


